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「
教
育
」
、
「
研
究
」
と
並
ん
で
、
「
地
域
連
携
」
が
高
専
に
と
っ
て
重

要
な
業
務
で
あ
る
。
徳
山
高
専
で
は
、
「
教
育
」
「
研
究
」
に
お
い
て

学
生
を
育
て
る
と
と
も
に
、
「
地
域
連
携
」
を
実
践
的
に
学
生
を
育

て
る
場
と
位
置
付
け
て
そ
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
徳
山
高
専
に
お

い
て
は
、
テ
ク
ノ
・
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
教
育
セ
ン
タ
ー
が
中
心
に
、

「
産
学
連
携
」
、
「
地
域
連
携
」
、
「
徳
山
高
専
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ア
」
を

地
域
と
か
か
わ
り
を
持
つ
活
動
の
三
本
柱
と
し
て
取
組
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
サ
テ
ラ
イ
ト
委
員
会
が
運
営
す
る
、
「
高
専
夢
広
場
」

（
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
）
を
用
い
た
地
域
連
携
活
動
を
図
っ
て
い

る
Q

　
高
専
の
持
つ
知
、
技
術
、
文
化
を
地
域
に
還
元
す
る
活
動
と
し
て
、

公
開
講
座
、
生
涯
教
育
講
座
、
連
携
講
座
が
開
催
さ
れ
で
い
る
。
生

涯
教
育
講
座
と
し
て
は
、
市
民
向
け
の
サ
テ
ラ
イ
ト
カ
レ
ッ
ジ
、
オ

ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
な
ど
、
周
南
市
と
連
携
し
た
教
養
講
座
が
あ
る
。

ま
た
、
こ
こ
数
年
、
科
学
を
テ
ー
マ
に
し
た
中
学
校
や
小
学
校
と
の

連
携
講
座
（
S
P
P
事
業
）
が
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

こ
の
他
、
ジ
ュ
ニ
ア
科
学
教
室
、
夏
休
み
工
作
教
室
の
各
種
講
座
も

開
催
さ
れ
て
い
る
。
図
1
に
示
す
よ
う
に
の
べ
五
〇
〇
名
程
度
の
参

加
を
得
て
い
る
。
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三
　
産
学
連
携

　
産
学
連
携
で
は
、
高
専
の
知
財
、

ノ
ウ
ハ
ウ
や
設
備
を
利
用
し
て

地
域
の
企
業
を
中
心
に
、
高
専
シ
ー
ズ
の
地
域
還
元
を
行
っ
て
い
る
。

形
態
と
し
て
は
、
「
共
同
研
究
」
、

講座風景写真1

「
受
託
研
究
」
、
「
奨
学
寄
付
」
が

あ
り
、
外
部
資
金
導
入
の
重
要

な
役
割
も
担
っ
て
い
る
。
こ
の

た
め
、
共
同
研
究
に
関
し
て
は
、

学
内
予
算
を
傾
斜
配
分
し
、
そ

の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
高
め
て

い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
導
入

の
た
め
に
重
要
な
、
技
術
相
談

も
多
数
行
わ
れ
て
い
る
。
図
2

は
外
部
資
金
の
導
入
額
を
示
す
。

四
　
徳
山
高
専
テ
ク
ノ
ア
カ
デ

ミ
ア

　
徳
山
高
専
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ

ア
は
、
平
成
九
年
に
設
立
し
、

地
元
企
業
二
四
社
を
中
心
に
、
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企
業
と
高
専
の
連
携
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ア
で

は
、
主
に
若
手
の
企
業
在
籍
者
に
対
す
る
人
材
養
成
講
座
、
中
堅
技

術
者
を
対
象
に
し
た
技
術
研
修
会
を
中
心
に
人
材
養
成
の
お
手
伝
い

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
ま
た
、
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ア
創
立
五

周
年
を
機
会
に
、
参
加
企
業
と
徳
山
高
専
を
核
と
し
て
地
元
企
業
の

参
加
を
い
た
だ
き
、
四
テ
ー
マ
の
研
究
会
を
発
足
し
て
い
る
。
テ
ク

ノ
ア
カ
デ
ミ
ア
で
は
、
こ
れ
ら
の
連
携
を
基
礎
に
、
企
業
訪
問
を
実

施
し
、
技
術
相
談
を
し
や
す
い
場
を
提
供
し
て
い
る
。
ま
た
、
通
常

幽
難
灘
灘
蝦
翼
籍
腿
む
講
ハ

テクノアカデミア研修会写真2

て
研
究
資
金
を
提
供
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
会
員
企
業
へ
の
専
攻

科
生
に
よ
る
三
か
月
の
長
期
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
派
遣
受
け
入
れ
、

専
攻
科
学
生
の
学
会
活
動
旅
費
、

各
種
大
会
コ
ン
テ
ス
ト
ヘ
の
派
遣

の
旅
費
の
支
援
、
学
生
の
海
外
研

修
へ
の
補
助
な
ど
、
多
く
の
教
育

活
動
へ
多
大
な
ご
支
援
を
い
た
だ

い
て
い
る
Q

　
徳
山
高
専
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ア

は
、
地
域
企
業
と
徳
山
高
専
の
理
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想
的
な
連
携
形
態
と
し
て
継
続
発
展
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
る
。

五
　
高
専
夢
広
場

　
本
校
の
教
育
、
研
究
、
文
化
活
動
に
関
す
る
情
報
を
発
信
し
、
地

域
社
会
に
貢
献
を
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
徳
山
高
専
夢
広
場
」

を
T
M
O
徳
山
複
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
「
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
街
あ

い
」
発
足
と
と
も
に
平
成
一
四
年
オ
ー
プ
ン
し
た
。
夢
広
場
で
は
、

　　　　ヤ　　セ
建築演習発表

　
雛

㌃
嚢
鰯

醤鞄1るざと展
写真4

徳
山
高
専
の
学
生
や
教
職
員
に
よ
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
講
座
お
よ
び

展
示
等
を
行
い
、
徳
山
高
専
の
P
R
を
行
っ
て
い
る
。

　
現
在
へ
常
設
の
二
企
画
の
ほ
か
に
、
留
学
生
の
出
身
国
紹
介
や
、

建
築
演
習
の
成
果
発
表
の
公
開
授
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。
常
設
の
企

画
と
し
て
は
、
気
楽
に
英
語
に
親
し
み
な
が
ら
、
英
語
力
、
英
語
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
、
可
能
な
限
り
異
文
化
理
解
を
深

め
る
た
め
の
「
い
ん
ぐ
り
っ
し
ゅ
☆
る
～
む
」
が
あ
り
、
市
民
に
定

着
化
し
、
毎
週
多
く
の
市
民
が
参
加
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
高
専
の
得
意
分
野
を
生
か
し
た
「
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
の
か

ゆ
い
と
こ
ろ
に
手
が
届
く
」
よ
う
な
相
談
を
目
的
と
し
た
「
パ
ソ
コ

ン
若
葉
相
談
室
」
が
定
期
開
催
さ
れ
、
常
連
の
市
民
が
参
加
し
て
い

る
。六

　
ま
と
め

　
高
専
の
持
つ
「
知
」
を
も
っ
て
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
連
携
の
中
で
研
究
活
動
を
行
い
、
地
域
連
携
活
動
の
中
で
学
生

を
育
て
る
こ
と
で
、
実
践
力
の
あ
る
開
発
型
技
術
者
と
し
て
の
人
材

を
養
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
徳
山
高
専
で
は
、
ス
モ
ー
ル
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
ア
ラ
イ
ア

ン
ス
ヘ
と
発
展
で
き
る
よ
う
に
、
今
後
も
地
域
連
携
活
動
を
推
進
し
、

C
O
O
P
の
導
入
を
視
野
に
、
よ
り
実
践
的
な
技
術
者
の
創
出
を
目

指
し
て
い
る
。
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